
警
察
功
労

　
昭
和
46
年
か
ら
巡
査
と
し
て
神
奈
川
県

警
管
轄
各
署
へ
配
属
。
50
年
に
巡
査
部
長
へ

昇
任
し
、平
成
３
年
に
退
職
。
４
年
に
栃
木

県
警
へ
再
採
用
、高
速
道
路
交
通
警
察
隊
へ

配
属
。
18
年
に
栃
木
署
に
て
警
部
補
で
退

職
。
長
年
に
わ
た
り
、地
域
の
安
全
に
貢
献
。

令
和
８
年

春
の
叙
勲
・
褒
章

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

警
察
功
労

　
昭
和
47
年
に
巡
査
と
し
て
宇
都
宮
東
署

へ
配
属
。
平
成
８
年
に
巡
査
部
長
と
し
て

足
利
署
へ
配
属
。
27
年
に
鹿
沼
署
で
警
部

補
と
し
て
退
職
。
長
年
に
わ
た
り
、地
域

の
安
全
に
貢
献
。

更
生
保
護
功
績

　
平
成
14
年
か
ら
鹿
沼
保
護
区
保
護
司
と

な
り
、24
年
か
ら
は
鹿
沼
保
護
区
保
護
司

会
の
監
事
、理
事
を
務
め
、同
会
副
会
長
及

び
会
計
を
歴
任
し
、長
年
に
わ
た
り
、社
会

福
祉
の
増
進
に
尽
力
。

児
童
福
祉
功
労

　
昭
和
62
年
に
社
会
福
祉
法
人
山
星
会

日
吉
保
育
園
の
保
育
士
と
な
り
、平
成
14

年
か
ら
は
同
園
の
主
任
保
育
士
と
し
て
勤

務
し
、現
在
に
至
る
。
長
年
に
わ
た
り
、児

童
福
祉
に
尽
力
。

橋
はしもと
本　富

とみやす
康 さん

（日吉町　７４歳）

堀
ほりえ
江　榮

さかえ
 さん

（口粟野　７４歳）

高
たかはし
橋　進

すすむ
 さん

（池ノ森　７８歳）
石
いしかわ
川　圭

け い こ
子 さん

（見野　５９歳）

地
方
自
治
功
労

　
平
成
12
年
か
ら
三
幸
町
自
治
会
長
と
な

り
、25
年
か
ら
は
中
央
地
区
自
治
会
協
議

会
長
、23
年
か
ら
は
鹿
沼
市
自
治
会
連
合

会
理
事
と
な
り
、同
会
副
会
長
及
び
会
計

を
歴
任
し
、長
年
に
わ
た
り
、地
方
自
治
の

発
展
に
尽
力
。

旭き
ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章

吉
よしい
井　和

かずお
夫 さん

（三幸町　７８歳）

産
業
振
興
功
労

　
平
成
13
年
か
ら
鹿
沼
商
工
会
議
所
常
議

員
と
な
り
、16
年
に
政
策
委
員
会
副
委
員

長
、25
年
に
ひ
と
づ
く
り
委
員
会
副
委
員

長
、令
和
４
年
に
同
委
員
会
委
員
長
を
歴

任
し
、長
年
に
わ
た
り
、産
業
振
興
に
尽
力
。

警
察
功
労

　
昭
和
47
年
に
巡
査
と
し
て
小
山
警
察
署
へ

配
属
。
55
年
に
巡
査
部
長
と
し
て
石
橋（
現・

下
野
）警
察
署
。
平
成
８
年
か
ら
宇
都
宮
東

署
へ
警
部
補
と
し
て
配
属
。
29
年
に
鉄
道
警

察
隊
に
て
警
部
で
退
職
。
長
年
に
わ
た
り
、地

域
の
安
全
に
貢
献
。

鈴
すずき
木　良

よしお
男 さん

（上殿町　７８歳）

柏
かしわざき
崎　勝

まさる
 さん

（西茂呂　７４歳）

藍ら
ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章

瑞ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章

瑞ず
い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章
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林野火災の活動を報告
―岩手県大槌町林野火災において消火活動に従事―

　４月２２日発生した岩手県大槌町での林野火災に、鹿沼市消防本
部は、４月２４日から５月２日までの９日間にわたり緊急消防援助隊栃
木県大隊として、現地で消火活動に従事しました。
　５月１５日に派遣隊長らが代表し、市長へ第１次派遣隊から第４次派
遣隊まで延べ32人が活動にあたったことなど支援内容を報告しました。

　５月２３日～６月１日、第５５回鹿沼さつき祭りが
市花木センターで開催され、色とりどりのさつき
の花が展示されました。２３日には、「グルメフェア
＆花火」が開催され、黒川河畔に多くの来場者が
集まり、賑わいを見せました。
　２４日には市花木センターで「第３回 花のミニ甲
子園・高校生鹿沼さつき花コンテスト」が開催さ
れ、テーマ「R

レ ゾ ナ ン ス

ezonance（共鳴）」に合わせてさつ
きや季節の花々をその場で見事にアレンジし、観
客を魅了しました。

市内に “花 ”ほころぶ
―開催！さつきの大祭典―

鹿沼に訪れた松尾芭蕉
―芭蕉の笠替え2026―

　「奥の細道」の３日目、芭蕉は鹿沼に１泊し、笠とわらじ
を新調。翌朝、古い笠を光太寺に残して日光へ。寺では、
芭蕉が亡くなった後、古い笠を埋めて笠塚をつくり供養し
たといわれています。
　そのことにちなんだ「芭蕉の笠替え」行事が、５月１７日
にまちの駅 新・鹿沼宿で行われ約８０人が参加しました。
　今年で１４回目のこの行事は、チェーンソーアートの芭蕉
像が持つ笠を、年に１回取り替えるものです。笠替え後は、
光太寺に古い笠を奉納し、屋台のまち中央公園にある芭
蕉像の体を拭く「お身ぬぐい」も行われました。
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大
芦
川
観
光
公
害
対
策

／
介
護
予
防
運
動

後
期
高
齢
者
医
療

／
景
観
重
要
建
造
物
・
図
書
館

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト

春
の
叙
勲

／
フ
ラ
ッ
シ
ュ

財
政
状
況

／
国
保
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

み
ん
な
の
健
康

市
功
労
者

／
さ
つ
き
マ
ラ
ソ
ン
ス
ナ
ッ
プ

市
民
の
ひ
ろ
ば

春
の
叙
勲

／
フ
ラ
ッ
シ
ュ


